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担当係

根拠法令・個別計画
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状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)
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担当課

2

産業振興

農政課

農業振興係

21

平成３０年度以降

農業

事業類型 法定受託系

農業用施設の整備を進める

1

林道の法面工事等により、林道通行者の安全性を確保する。

○23年度実施内容

定期的（年4回以上）な路面清掃や大雨、台風の後の路面点検を地元大山区へ委託した。

市としては、林道で台風等による倒木等の発生により、通行の障害となる大木除去や不法

投棄物の処理及び随時の現地確認を行った。

【直接経費の内訳】

 人夫賃（381千円）

 普通旅費（5千円）

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 林道施設管理事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間
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Ｈ24予算額
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財
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その他職員

0.20

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

1,647

 普通旅費（5千円）

 林道維持管理委託料（150千円）

○24年度実施内容

23年度と同様に実施する。

費用合計

584

1,063

0.00

無

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

3,776

0

受益者負担
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0
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H24

3

回

林道大山池野線での通行による支障はなく安全性の確保ができた。
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林道現地確認

成果指標名

不法投棄物の撤去回

数
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達成状況
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林道維持管理委託
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平平平平

成成成成
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年年年年

事業を廃止・縮小した場合、林道大山池野線の通行における安全性の確保ができな

くなり、里山管理やちごの森などの利用に影響がでる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。平成22年度に行った危険箇所調査結果を踏まえた林道整備工事の年

次計画を策定すること。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

平成22年度に行った危険箇所調査の結果をふまえ年次計画を立て、その計画に基づ

き、林道整備工事を行い通行の安全性を確保する。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

台風等による林道への倒木など、突発的な事態に臨機応変な対応が求められるこ

と。

地元への管理委託、職員の定期的な現地確認により、林道の安全性が確保されてい

るため。

方向性の判定


